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研究成果の概要（和文）：開発調査センターでは、資源の有効利用のために、アカイカ、スルメイカ、アメリカ
オオアカイカ、ニュージーランドスルメイカ、アルゼンチンマツイカの調査を行っている。そこで取得したデー
タの統計的な分析の結果、アカイカにおいて、成熟した雌で共食い行動が多いことが分かった。これまで、共食
い行動は食欲旺盛さと環境の餌資源不足が相まって起こる偶発的な現象と思われてきたが、本結果から「性的共
食い行動」の行動形質の可能性が示唆された。加えて本現象を確認するために、沖縄本島南東海域のアカイカの
胃内容物の分析の結果、雌の胃内からは、頭足類の嘴やかぎ爪などが発見され、ユニバーサルプライマーを用い
て種同定を行っている。

研究成果の概要（英文）：Over the past 30 years, in order to effectively utilize cephalopod resources
 and consider efficient fishing methods, our agency have conducted fishing ground surveys for neon 
flying squid, Japanese common squid, Humboldt squid, Wellington flying squid, and Argentine short 
fin squid, and have collected biological data from these surveys. Therefore, we created a database 
of these and examined their feeding behavior for each species. Statistical analysis using a 
generalized linear model revealed that cannibalism is uniquely common among adult females of neon 
flying squid. 

研究分野：水産海洋学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
研究機関で保管され利用されていなかった、長期間の生物データをデータベース化し、そこから頭足類の生物学
的戦略を明らかにすることができたことは、重要な成果である。加えて、殆ど理解されていなかったアカイカの
繁殖戦略まで踏み込むことができた。
　加えて、本研究で作成されたマイクロサテライトマーカーを用いることで、本種の繁殖に関与するオスの尾数
を知ることができるもので、現在引き続き解析を実施している。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 

水産研究教育・機構 開発調査センターでは、過去３０年間にわたりアカイカ資源の

有効利用および効率的な漁獲方法の検討のために、北太平洋のイカ類の漁場調査を行い、

その中で取得した膨大な生物データ（胃内容物調査）を保有している。その中から、時

期特異的な事象として、成熟した雌に偏向したカニバリズムの存在が浮かび上がってき

た。 
 
２．研究の目的 

 本種アカイカは中国を含む複数の国が資源を利用している水産重要種であり、スルメ

イカの漁獲量の激減の影響から、その重要性が増している。そのため、今後は国際的な

資源管理の対象となる可能性が非常に高い。資源管理においては、繁殖や食性に関する

基礎的な知見を積み重ねることが非常に重要となるが、本種の生物学的な知見は、スル

メイカなどと比べると非常に少ない。そのため、このカニバリズムも含めた食性を調べ

ることは、本種の生態的地位などの基礎的情報を得るためにも非常に重要な研究となる

ばかりか、我が国が保有している重要な過去データの利活用という意味においても重要

となる。 

また、カニバリズムは、動物の普遍的な生存・繁殖戦略として進化、獲得した行動形質

である。一般的には、繁殖を狙った「子殺し」や「卵食」も含まれるが、特定の時期と

条件下で仲間を食べ、その結果、集団サイズを劇的に縮小させることも知られている。

頭足類（イカ、タコ）については 7 科 34 種でカニバリズムが報告され、これは他のど

の分類群よりも広範囲で、且つ高頻度で起きている。例えば、南アフリカヤリイカでは、

実に６割の食餌（胃内容物）が同種由来であり、群動態や漁獲資源への影響も無視でき

ない程である。水族館では、数百匹の稚仔アオリイカを飼育しても、僅か数ヶ月でカニ

バリズムにより数個体まで激減する事も珍しくないことから、個体群動態に基づく資源

管理を行う上でも無視できない重要な知見である。そこで本課題研究では、アカイカの

過去 30 年間に蓄積した基本資源生態情報をデータベース化し、さらに繁殖や食性とい

った生態や資源管理に関わる項目について、遺伝子解析手法（胃内容物の COI 遺伝子解

析、マイクロサテライト父性解析）を用いて明らかにする。 
 
３．研究の方法 

＜データ及びサンプル＞ 

水産研究・教育機構では，長年，太平洋北部海域でアカイカを対象としたアカイカ漁

業の操業調査を行ってきた。この中で、漁獲物は外套長、体重、雌雄、成熟度、胃内容

物といった生物データ 5項目とその海域の鉛直海洋物理データが取得されている。生物

サンプルは、本調査で取得したものやソデイカ漁業において混獲されるアカイカを使用

した。 

＜具体的な手法＞  

過去の調査データ（一部は紙媒体）の漁獲・生物データを整備・データベース化し，

実際にカニバリズムが統計的に発生している時期、海域、海洋環境を特定するためのデ

ータセットを作成した。その上で、カニバリズムの発生する環境についての統計学的な

検証を行う。採集した個体試料を調整し、次世代シークエンサーを用いてアカイカのゲ



ノム配列を解読した。ゲノム配列から父性解析のためのマイクロサテライトマーカーを

開発する。雌に付着する精子塊の父性解析から各雌個体の乱婚度を求める。雌の胃内容

物に含まれる未消化イカ肉片、及び難消化物（口嘴、鉤爪、角質環）から DNA を回収し、

種判別、父性判定を行った。乱婚度、胃内容物の種同定・父性判定と個体情報を合わせ

て、カニバリズム、性的カニバリズムの有無、頻度、傾向を明らかにした。 
 
４．研究成果 

統計的な分析の結果、北太平洋のアカイカにおいて、成熟した雌で共食い行動が特異的

に多いことが分かった。これまで、頭足類の共食い行動は食欲旺盛さと環境の餌資源不

足が相まって起こる偶発的な現象と思われてきた。本結果から、アカイカでは非常事態

における「やむを得ずの生存戦略」に加えて、繁殖戦略、即ち「性的共食い行動」の行

動形質を獲得している可能性があることが分かった。 

 また、これらを検証するため、沖縄県糸満漁協で漁獲されたアカイカ成熟個体を用い、

筋肉組織よりゲノム DNA を精製し、次世代シークエンス解析とバイオインフォマティク

スによって、マイクロサテライトマーカー(SSR)の候補を抽出した。アカイカの囲口膜

から精子塊を採取し、そのゲノム DNA を用いて PCR とフラグメント解析により SSR 候補

をスクリーニングした。その結果、４つの SSR マーカーの有用性を確認できた。次に形

態学的観察による繁殖様式と食性の推定を行った。試料は、2021 年 12 月から 2022 年 2

月までに沖縄本島南東海域にて行われたソデイカ漁に混獲されたアカイカを使用し、外

套長、体重、各生殖器官の重量などを計測した。性的共食い行動の可能性を検証するた

めに、メスの胃内容物を観察し、雄が持つ精莢と雌の囲口膜に付着する精子塊の形態を

観察した。アカイカの繁殖様式は、オスが交接腕（アカイカの場合は右または左の第Ⅳ

腕）を用いて、自身の精子が入ったカプセルを雌の囲口膜またはその周辺へ付着させる

というものであり、計測期間中に獲られた雌の囲口膜には精子塊が付着している個体が

多く見られた。付着した精子塊数はこれまで調べられたどのイカ類よりも多いと思われ

ることから、雄による乱婚の程度が高いことが予想された。また雌が持つ貯精嚢数も多

い事から多くの雄による交接とそれにより受け渡された精子を貯蔵する仕組みがアカ

イカで備わっているものと予想された。今後は SSR を用いて乱婚度を調べ、本種の繁殖

様式を明らかにしていく予定である。また、雌の胃内からは、頭足類の嘴やかぎ爪、小

魚の骨などが発見された。現在、頭足類のユニバーサルプライマーを用いて種同定を行

っている。12 月時点の雄の体重当たりの精巣重量（TSI）は 2.0 を超えており精莢嚢に

精莢が確認されたことから、12 月には雄は性成熟していることが分かった。 
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